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1. 業務概要 
 

業務名 
令和４年度仮置場設置訓練支援事業業務 
 

業務目的 
本年 6 月 17 日には日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震特措法の一部を改正する法律が施行さ

れ、同地震の対策が、南海トラフ地震並みとすることが定められた。 大規模自然災害が発生した

場合、早期に国民生活を復旧・復興するためには、大量に発生する災害廃棄物を速やかに処理す

る必要がある。 発災後、直ちに仮置場を設置し、適切な分別搬入を促すことは処理速度の向上や

費用低減につながり、適切な運営は、渋滞や悪臭等の防止を防ぎ、周辺住民の生活環境の保全に

も資する。本事業では、仮置場の設置・運営について、実際の規模等を模した訓練を実施し、図

上演習では得られないスケール感や廃棄物の搬入搬出速度等を参加者に体験していただくことで、

そのノウハウ習得や仮置場の設置計画策定や改訂の機会となることを目的とするものである。 

 
業務履行期間 

 令和 5年 1月 17日～令和 5年 3月 22日 

 
受託者 

アジア航測株式会社 札幌営業所 

  〒064-0952 札幌市中央区宮の森２条 1丁目 7番 2号宮の森 KLビル 

  Tel:011-214-0770 FAX:011-613-7618 
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業務内容 
本業務の内容を表 1-1に示した。 

 
表 1-1業務項目 

 
業務の対象 

本業務では、北海道内の地方自治体（一部事務組合及び広域連合を含む）及び災害廃棄物処理

関係機関（民間団体を含む）の職員（約 50名）を対象とした。 

 
  

業務項目 概要 仕様書項目 

1.計画準備 

本業務を速やかに遂行するため、特記仕様書に基づき、作業方

針の立案、業務計画書、業務工程表を作成し、業務の計画準備を

行った。 

- 

2.仮置場設

置に係る勉

強会の開催 

発災前の候補地選定やレイアウト等設計、運営方法に関するも

の、及び、勝手仮置場の解消など災害廃棄物処理、特に仮置場の

設置に必要な事項に関する勉強会を実施した。勉強会は訓練前に

参加者に対してリモートで１時間程度実施した。 

また、勉強会へ参加できない方向けに YouTube上で勉強会動画を

公開した。 

2.(4)ア 

3.仮置場設

置訓練の開

催 

1haほどの広場を利用し、参加者を班分け後、災害時の仮置場で

のごみの受入・分別等、仮置場の運営に係る訓練を 2時間程度実

施した。 

2.(4)イ 

4.振り返り

等の実施 

訓練後に振り返りの時間を設け、道の災害時の協定締結団体の

参加者からのご講評の他、アンケートを実施し集計結果を取り

まとめた。 

2.(4)ウ 

5.留意事項 

各業務の実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症対策や降

雨雪対策、安全確保を徹底し、訓練の実施にあたっては道及び災

害時協定締結団体と連携した。また、円滑な業務実施に向け、環

境省担当官、道や災害時協定締結団体と打合せを実施し、記録簿

を作成した。 
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6.業務報告

書（成果品）

の作成 

業務の概要、目的、検討手法、過程、結果等を取りまとめた業務

報告書及び概要版・要約版を作成し、関係機関等約 255カ所に送

付した。 
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業務のフロー 
本業務のフローを図 1-1 に示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1業務フロー
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2. 仮置場設置に係る勉強会の開催 
勉強会の概要 

仮置場に係る内容として、候補地選定、場内レイアウト、運営方法と運営に必要な物品・機

械・人員とその役割等の平時の備えに係る事項、加えて、災害廃棄物処理に係る内容として、勝

手置場の解消や防止等について 1時間程度の講義を実施した。講義内容は、災害廃棄物処理の経

験や知見が無い職員にも、仮置場の設置運営を含む災害廃棄物への対応の重要性が理解できる内

容とした。 

勉強会は表 2-1 に示す日程で開催した。 
 

表 2-1 仮置場設置に係る勉強会の開催概要 

開催日時 令和 5 年 2 月 6 日（月） 13:00～14:00 
開催場所 オンライン開催（Microsoft Teams 使用） 

事務局会場：アジア航測(株)新百合ヶ丘本社 
参加者 88 名 
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勉強会の具体的な内容 
仮置場設置の重要性に関する講義の実施 

仮置場設置の重要性を認識してもらうために、以下のプログラムにて実施した（表 2-2）。 

 
表 2-2 勉強会の講義内容 

項目番号 講義内容 

1 仮置場とは 

2 

仮置場設置の重要性 
① 住民生活環境の保全（悪臭防止、火災の防止）確保 
② 勝手置場や不法投棄の防止 
③ 分別の徹底による早期撤収及び低コスト化 

3 

仮置場内のレイアウト 
① 利用者の場内滞留時間の最小化 
② 搬入・搬出が同時にできるレイアウトの採用 
③ 公費解体開始後に増える区分が拡張可能なレイアウト 

4 

その他 
① 事前事後の環境調査や現状復帰方法 
② 水道・仮設トイレ・詰所の設置 
③ 災害廃棄物の保管方法に関する注意事項 
④ 苦情や対処方法等の重要事項 

 
 
資料には、仮置場の適切な設置、運営、管理の良い例、悪い例に関する写真やそのポイント

の説明などを記載することにより、動画の視聴ができなかった場合でも、その説明事項の趣旨

が理解できるように工夫した。 
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勉強会の内容について、当日実際に使用したスライドとともに以下に示す。 
（1） 「仮置場とは」についての講義 

仮置場の役割（定義）や開設までの流れ、必要面積や設置数の考え方について説明し

た。また、回収方法別のメリット・デメリット等についても簡潔に説明を行った。 
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（2） 「仮置場設置の重要性」についての講義 
仮置場設置による勝手置場の設置防止や仮置場設置での効率的なごみ処理による低コス

ト化を中心に説明を行った。また、仮置場設置後の周辺住民生活環境の保全の観点につい

ても事例とともに説明を行った。 
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（3） 「仮置場内のレイアウト」についての講義 
熊本地震などの事例とコンセプトを示し、仮置場のレイアウトを決定する上で考慮すべ

き以下のレイアウトに着目して説明を行った。 
 

利用者の場内滞留時間の最小化 
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搬入・搬出が同時にできるレイアウト 

 

 
公費解体開始後に増える区分が拡張可能なレイアウト 
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（4） 「その他」についての講義 
事前事後の環境調査や現状復帰方法 

仮置場の使用前後の環境調査の必要性や土壌分析のための試料のサンプリング方法等、

使用後に現状復帰させるための方法について説明を行った（図 2-1 参照）。 

 
図 2-1 岩手県「災害廃棄物仮置場の返還に係る土壌調査要領」（H25.7） 
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水道・仮設トイレ・詰所の設置 
仮置場の作業従事者に安心して働くことのできる環境を提供することが事故・災害を未

然に防止するとして、水道・仮設トイレ・詰所の設置例について説明を行った。 
 

 
災害廃棄物の保管方法に関する注意事項 

仮置場における災害廃棄物の保管に関して、望ましい人員や出入口の配置、動線やレイ

アウト等について説明を行った。 
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苦情の対処方法等 
仮置場設置時に想定される近隣住民からの苦情について、平時からの対応による未然の

防止と、日ごろからの住民への理解醸成の必要性について説明を行った。 
 

  



 

14 

web上での勉強会動画の公開 

勉強会当日に業務の都合により参加できない、又は視聴できない対象者については、一定の期

間、任意の時間に勉強会の録画ファイルを視聴できるよう YouTube 上で公開した（表 2-3、動画

URL を取得した者のみ視聴できる限定公開）。 

 
 

表 2-3 Youtube上での勉強会動画公開の概要 

公開期間 2023.2/7（火）～2/10（金） 
総閲覧数 81 回（2/9 11:00 時点） 
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3. 仮置場設置訓練 
実施の概要 

仮置場運営の訓練を行った。訓練に当たっては、参加者を班分け後、仮置場への搬入、受入・

分別までを参加できるように設計した。訓練は開催時期や撤収の時間を考慮し、午後 1時より 3

時までの 2時間程度とした。 

表 3-1 に仮置場設置訓練の実施の概要を示す。 
 

表 3-1 仮置場設置訓練の実施概要 

日時 令和 5 年 2 月 14 日（火）12:10～15:00 
場所 北海道室蘭市祝津町 4 室蘭白鳥大橋並びに道の駅みたら室蘭近傍 

 
参加者 44 名（自治体：28 名、道庁・振興局：6 名、関係団体：10 名） 

 
また本業務の目的に資する訓練とするため、北海道及び北海道が災害時の協力について協定を

締結している 4 団体（公益財団法人北海道産業資源循環協会、公益社団法人北海道浄化槽協会、

一般社団法人北海道環境保全協会、北海道環境整備事業協同組合）と事前に打合せを実施し、訓

練の視察等を打診し、講評等で協力してもらうこととした。  

@Google map 
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具体的な実施内容 
当日のタイムスケジュール/班分け 

当日は以下のタイムスケジュールで訓練を実施した（表 3-2）。 

 

表 3-2 当日のタイムスケジュール 

12：10 受付開始 

   レイアウト案、分別種類、開設時間等が書かれた模擬広報、日報例等の訓練資料配布 

  班分け（色違いのビブス配布） 

12：40 訓練開始の挨拶（北海道地方環境事務所） 

12：45 訓練手順説明 

13：00 訓練開始 

14：40 現場の撤収開始 

14：45 振り返りを実施 

 北海道が災害時の協力について協定を締結している団体所属の参加者による講評等 

14：55 アンケートの記入 

15：00 終了 

 

訓練では参加者を 9つの班に分け、各班それぞれが仮置場を運営役する自治体役、ごみを搬入

してくる住民役を経験できるようスケジュールを組んだ（図 3-1）。また事前に仮置場内のレイ

アウトを 3つ設定し、3班ごとにレイアウトが入れ替わるよう訓練を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 訓練のスケジュール 

 



 

17 

 
班分けでは発災時の連携を考慮し、可能な限り近隣の市町村同士が同じ班となるよう調整した。

班ごとに同じ色のビブスを着用し、ビブスには自治体役での班内の役割を書いたテープを貼った。

班分けを表 3-3 に、班内の役割を表 3-4にそれぞれ示した。 

 
表 3-3 班の構成 

班番号 振興局・自治体・団体名 人数 ビブス色 

1 苫小牧市 5 水色 

2 寿都町、小樽市、南部後志衛生施設組合 5 ピンク 

3 胆振総合振興局、西いぶり広域連合 4 オレンジ 

4 白老町、室蘭市、北海道環境生活部環境保全局 5 白 

5 岩見沢市、札幌市、安平町 6 黒 

6 北海道産業資源循環協会（十勝支部、オホーツク支部） 4 青 

7 江差町、黒松内町、積丹町、北海道産業資源循環協会 5 緑 

8 登別市、根室振興局、北海道環境保全協会 4 黄色 

9 北見市、名寄市、帯広市、函館市 6 赤 

 
 

表 3-4 班内での役割 

役割名 人数 従事内容 
現場責任者 1名 現場での安全管理等 
受付 1名 仮置場入口でのごみの搬入可否の判断等 
交通誘導員 1名 場内での荷下ろしのためのドライバーへの指示 
分別・荷下ろし補助員 1～3名 分別の確認、荷下ろしの指示・補助 
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仮置場準備 

（1） 仮置場の設営 
前述の「北海道室蘭市祝津町 4 室蘭白鳥大橋並びに道の駅みたら室蘭近傍」の 1ha程度の

広場において、仮置場を設置した。仮置場のレイアウトを 3種類用意し、参加者が仮置場のレ

イアウトを作成する際の参考となるよう考慮した。 

【レイアウトの種類】 

①入口に家電を配置（レイアウト A） 

 

②入口に危険物を配置（レイアウト B） 
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③入口に不燃混合物を配置（レイアウト C） 

 

 

広報用チラシや仮置場場内看板は図 3-2 に示すような絵を用いて作成した。 

 

図 3-2 広報用チラシや場内看板に用いた絵 
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図 3-3 場内看板（看板はレイアウト確認用にチラシ付き） 

 

その他、場内には誘導看板、カラーコーン（ウェイト、バー含む）、杭、ロープ等、仮置場の

設置に必要と考えられるものを準備した。 

  

カラーコーン設置 誘導看板の設置 

  

  

場内の広さ計測、杭・ロープの設置 テントの設置 
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（2） 模擬災害廃棄物の準備 

室蘭市のご協力により、見せごみを複数設置した。訓練で搬入する災害廃棄物については、

段ボールに品名を貼り付けた模擬ごみを使用することで、より多くの種類のものを区分ごとに

分別する機会を設けた。また、冷蔵庫の中に生ごみを入れるなど、その対処法について学ぶ機

会を設けた。 

  

見せごみ（電子レンジ） 見せごみ（ガスボンベ・消火器） 

  

  

見せごみ（布団） 見せごみ（布団）と模擬ごみ 

  

  

模擬ごみ 模擬ごみ（冷蔵庫）※生ごみ入り 
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表 3-5 段ボールで作成した模擬ごみの例 
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（3） 車両の手配 
搬入車両は、荷降ろし効率が検討できるよう、ライトバン、軽トラック、ダンプトラックの 3

台を準備した。安全面を考慮し、ドライバーは運営側で手配をし、参加者は車両には乗らず、車

両後方を歩く形とした。また、車両の移動時も安全確保のための交通誘導員を手配・配置した。 

  

ライトバン（左：前方から撮影した車、右：ごみを積み込んだ様子） 

  

  

軽トラック（左：前方から撮影した車、右：ごみを積み込んだ様子） 

 

  

ダンプトラック（左：前方から撮影した車、右：ごみを積み込んだ様子） 
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訓練の流れ 

全体の流れとして、図 3-1 のスケジュールに沿って、住民役が車両でごみを搬入し、仮置場を

運営する自治体役がそれに対応する形で進行した。以下に手順を示した。 

 

（1） 受付 
住民役は図 3-4 に示すような罹災証明書を配布した。準備した罹災証明書の中には、a.仮置

場を設置したところとは別の市町村の罹災証明書を混ぜる、b.罹災証明書を持っていないなど、

複数のパターンを準備し、実際の仮置場の運営を想定した形とした。 

なお、住民役の中に運営側の人間が入り、上記の罹災証明書の提示や、受付時および荷下し

時に想定されうるトラブル（表 3-6 参照）を盛り込むなど、仮置場の運営がより複雑なものと

なるようにした。 

 

図 3-4 左：罹災証明書（内閣府統一様式）、右：受付の様子 

 

表 3-6 想定されうるトラブルや対応の例 

 対応箇所 もめごと 

1 受付 隣接する市町村の罹災証明書を持参した。 

2 受付 車のバッテリーを持ち込んだ。 

3 受付 日本語の理解できない外国人がごみの搬入に来た。 

4 荷下し 家畜の死骸を持ち運んだ。 

5 荷下し 重くて荷物が下せない。 
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（2） 場内での荷下し 
場内では自治体役側の交通誘導員の指示に従い、搬入車両を誘導し、ごみの荷下ろしを行っ

た。この際、車両をどこに止め、誰が荷下しを行うかは自治体役の判断に任せ、効率的な方法

を考えるよう実施した。 

 

  

荷下し（ライトバン） 荷下し（軽トラック） 

  

  

荷下し（ダンプトラック） 仮置場内周回の様子 
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その他 

（1） 動画撮影 
訓練の様子を動画撮影し、テロップを入れるなど編集を行い DVDに収録した。 

 
図 3-5 動画撮影の様子 

 
（2） 除雪の実施 

訓練開催前に雪が降り積もったことから実施場所の除雪を行った。 
  

除雪前 

 

 

 

  

除雪後 
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（3） 暖房器具の設置 
開催場所では開催日に低温が想定されたことから、待機時に暖が取れるようイベントテント

及び暖房器具（ジェットヒーター）を設置した。 

  

テント設置の様子 使用したジェットヒーター 
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4. 振り返り等の実施 
訓練後に振り返りの時間を設け、仮置場設置から運営においての良否の検討を行った。 

 
アンケートの実施 

仮置場設置訓練の終了後、参加者に対してアンケートを実施し、集計結果を取りまとめた。 
 次ページより集計結果を示す。 

  
図 4-1 配布したアンケート 
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【アンケート集計結果】 
1.あなたのご所属及び平時にご担当されている業務は何ですか。 

 
 
 

 
 
 
 
 
          所属              平時の担当業務 

2.あなたは災害廃棄物処理に関するご経験はありますか（複数可）。 

 

3.所属されている組織において、災害廃棄物処理計画は策定されていますか。 

 



 

30 

4.今回の仮置場設置訓練を通じて、発災時の仮置場の設置・運営について、具体的にイメージ

できましたか。 

5.今回の訓練に参加した結果、詳細な知見を得たいと感じた項目は何ですか（複数可）。 

 

6.今回の訓練に参加した結果、災害廃棄物処理計画に盛り込むべき、もしくは記載を充実すべ

きと感じられた項目は何ですか（複数可）。 
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7.来年度以降、災害廃棄物処理に関する図上演習や、仮置場設置訓練などへの参加は希望され

ますか。 

8.今回の仮置場設置訓練について、上記に書ききれなかったことを含め、気が付いたこと、ご

感想など、なんでも結構ですのでご記入ください。 

 
 自市町村でも訓練を実施したい。 
 仮置場の面積の具体的なイメージがついた。 
 シナリオがなく、何をしているのかわからなかった。 
 荷下ろしが実際のものとはかなり違うため、より実際に近い訓練をしたほうがいい。 
 進行役の音声が聞こえない。 
 市町村の参加が少ないと感じた。 
 開催通知が遅かった。 
 お手本を示してほしかった。 
 開場からの訓練もしたい。 
 役割別に動くのが難しかった。 
 待機時間が長いため、もう少し少人数で開催してほしい。 
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講評 
訓練終了後に、北海道が災害時の協力について協定を締結している一般社団法人北海道環境保

全協会の高橋穣二副会長より講評いただいた。 

 

 
図 4-2 ご講評の様子 

 
 
 
 

  



 

33 

仮置場の望ましい設置運営方法の取りまとめ 
今回の訓練を通して、望ましい仮置場の設置運営方法について取りまとめた。 

 
【災害廃棄物処理計画に盛り込むべき内容（平時の備え）】 

4.1 に示したアンケート結果より、計画に盛り込むべき、もしくは記載を充実すべきと感

じられた内容として、訓練参加者の過半数が「仮置場の運営体制」や「仮置場の運営手法」

と回答した。机上演習だけでは実際のスケール感を把握することが難しいため、今回の訓練

や過去の仮置場設置事例をもとに、対応可能な運営体制や運営手法について議論し計画に盛

り込む必要がある。 

仮置場内での役割分担については、担当名だけでなく具体的な作業手順をマニュアル化し

ておくことで、仮置場対応職員の増員時にも各自の役割を明確にし、その分担を容易にする

ことができるため、必要に応じて準備することが望ましい。 

また、アンケート結果より、詳細な知見を得たいと感じた項目に「仮置場の運営体制」に

続いて「仮置場内の分別」と回答した参加者が多かったことから、自治体の平時と災害時の

分別方法の違いについて、関連団体と平時に協議をしたうえで、処理計画に記載し、発災時

にスムーズに対応できるようにすべきであると考えられた。 
 

【仮置場運営時の備品について】 
今回、訓練を実施したのが 2月であったということもあり、多くの人や車の行き来によっ

て地面がぬかるむ場所が多く見られ、敷鉄板の有用性を肌で感じることができた。仮置場候

補地が私有地の場合、現状復旧を求められる場合があるため、このような対策も必要である

と確認できた。 

 
図 4-3 雪解けや人の行き来によってぬかるんだ場所 
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5. 留意事項 
新型コロナウイルス感染症対策として、マスクの着用、手指の消毒、ソーシャルディスタンス

の確保等の基本的対策の他、会場での検温を実施し、「新北海道スタイル」や北海道新型コロナ

ウイルス感染症対策本部指揮室の発出する対策指針を遵守して業務を遂行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場が屋外のため、検温が簡易的に行えるようにスタンド型で画像認識するサーマルカメラを

設置し、搬入・搬出の受付をスムーズに行えるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 

  

サーマルカメラ 
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6. 業務報告書（成果物）の作成 
以下の成果品を作成した。 
 
報告書 100 頁程度、265 部（A4 版） 
報告書 概要版（Microsoft 社 PowerPoint）10 頁程度、265 部（A4 版） 
報告書 要約版（Microsoft 社 PowerPoint）2 頁程度、265 部（A4 版） 
訓練風景の動画を保存した DVD-R、 2 式 
 

また、令和 5年 2月 22日に開催されたブロック協議会において、本事業の実施結果の報告を

行った。 

協議会での報告資料について、資料編に掲載する。 

 

表 6-1 ブロック協議会開催概要 

開催日時 開催場所 

令和 5年 2月 22 日 

10:00～16:00 

北海道中小企業会館 

オンライン併用（Microsoft Teams） 

 


	1.　 業務概要
	1.1　 業務名
	1.2　 業務目的
	1.3　 業務履行期間
	1.4　 受託者
	1.5　 業務内容
	1.6　 業務の対象
	1.7　 業務のフロー

	2.　 仮置場設置に係る勉強会の開催
	2.1　 勉強会の概要
	2.2　 勉強会の具体的な内容
	2.2.1　 仮置場設置の重要性に関する講義の実施
	（1） 「仮置場とは」についての講義
	（2） 「仮置場設置の重要性」についての講義
	（3） 「仮置場内のレイアウト」についての講義
	1)　 利用者の場内滞留時間の最小化
	2)　 搬入・搬出が同時にできるレイアウト
	3)　 公費解体開始後に増える区分が拡張可能なレイアウト

	（4） 「その他」についての講義
	1)　 事前事後の環境調査や現状復帰方法
	2)　 水道・仮設トイレ・詰所の設置
	3)　 災害廃棄物の保管方法に関する注意事項
	4)　 苦情の対処方法等


	2.2.2　 web上での勉強会動画の公開


	3.　 仮置場設置訓練
	3.1　 実施の概要
	3.2　 具体的な実施内容
	3.2.1　 当日のタイムスケジュール/班分け
	3.2.2　 仮置場準備
	（1） 仮置場の設営
	（2） 模擬災害廃棄物の準備
	（3） 車両の手配

	3.2.3　 訓練の流れ
	（1） 受付
	（2） 場内での荷下し

	3.2.4　 その他
	（1） 動画撮影
	（2） 除雪の実施
	（3） 暖房器具の設置



	4.　 振り返り等の実施
	4.1　 アンケートの実施
	4.2　 講評
	4.3　 仮置場の望ましい設置運営方法の取りまとめ

	5.　 留意事項
	6.　 業務報告書（成果物）の作成

